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１ 本資料の概要
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 第１回審議会において、「多くの施設で実利用者負担率が規定の利用者負担率を下回っているが、どのような理由によるものな
のか」とのご意見を受けて、占有部分（貸スペース）にかかる経費から実利用者負担率と達成率を算出し、確認した。

 本資料では、改めて利用者負担率と実利用者負担率の比較状況を確認いただき、目安である利用者負担率に関する方策
（事務局案）について、ご意見を頂戴したい。

前回（資料５ P10 「５．実利用者負担率および達成率」 ）の算出方法 今回の算出方法

施設
にかかる

維持管理経費

R4年度の
使用料収入

例：利用者負担率７５％施設の場合

原価の
７５％

実利用者負担率
・・施設にかかる
維持管理経費を
100としたときの
使用料収入の割合

前回資料では、施設全体にかかる経費と令和４年度の使用料収入額をもとに
利用者負担率と達成率を算出していました。

達成率
・・利用者負担75%
を100としたときの
実利用者負担率の
割合

施設の
維持管理に
かかる経費

R５年度の
使用料収入

例：利用者負担率７５％施設の場合

実利用者負担率
・・占有部分にかかる
維持管理経費を
100としたときの
使用料収入の割合

達成率
・・利用者負担75%
を100としたときの
実利用者負担率の
割合

占有部分
にかかる

維持管理経費

原価の
７５％

今回資料では、施設全体にかかる経費のうち、占有部分（貸スペース）にかかる
経費と令和５年度の使用料収入額をもとに利用者負担率と達成率を算出しました。

★前回資料よりアップ↑
ただし、 R4年度からR5年度で
使用料収入が減少した施設では
減少傾向がみられた。

原価
１００％

原価
１００％



※令和2年4月に公共施設使用料使用料の一斉改定を行った施設を調査対象とする。（パルテノン多摩は令和2年からの改修工事のスケジュールに合わせて別途使用料の見直しを行ったため調査対象外）
※１ 公民館の利用者負担率は会議室：50％、ホール・ギャラリー：75%、総合体育館は会議室：50%、会議室以外：75%と１つの施設内に複数の利用者負担率が混在しているが、ここでは公民館を50%、

総合体育館は75%の場合を掲示する。
※２ 総合体育館・武道館・陸上競技場は団体利用に加えて個人利用がある。個人利用の経費は原価×R5利用者数で算出するが経費をダブルカウントすることになるため、ここでは団体利用の占有部分にかかる経費を元に算出する。
※３ 大谷戸公園キャンプ練習場のR5利用者数5272人のうち日帰り利用者が8割程度だったことから、利用者総数を日帰り8割、宿泊2割、そのうち大人と子どもを半数ずつと仮定して算出している。 3

達成率が
30%以下は緑色
30~60％以下は黄色
60～100%は赤色

２ 占有部分における実利用者負担率と達成率



３ 考察と方策
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• 達成率60%以上の施設が3割、30～60%が4割、30%以下が3割
• スポーツ施設の９割は達成率が60%を超えている
• 庭球場と大谷戸公園キャンプ練習場の達成率が100%を超えている
• 令和5年度に使用料収入がなかったために達成率0%の施設がある
• 達成率が高い↑＝公費の負担額が少ない↓、というわけではない（例：温水プール）

 施設使用料の設定や改定にあたっては、各施設ごとにかかっている維持管理コストの現状や歳入との比
較による実利用者負担率、目安である利用者負担率との比較状況など、現状を市民と共有するととも
に、その原因を把握し、施設の管理・運営の工夫による改善策を施設所管課と模索し、効果的・効率
的な施設運営と施設の有効活用に向けたスキームの構築（例：定期的な施設状況調査や経費のモニ
タリングなど）に取り組みたい。

 民間による類似施設の提供状況などの施設をとりまく環境や利用状況、施設のあり方や位置づけなどを
反映させるために、４年おきの使用料の見直しのタイミングで利用者負担率の見直しも行うこととする。

 占有部分における実利用者負担率と達成率に関する考察

 利用者負担率に関する方策（事務局案）

達成率 施設数 割合

30%以下 10 31.3%

30～60% 14 43.8%

60%以上 8 25.0%

合計 32 100.0%


